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西尾市の概要
人口：170,861人（R4.1.1現在）

まーちゃ



抹 茶

祇園祭

火祭り

うなぎカーネーション

あじさいロード

大提灯

吉良ワイキキビーチ

えびせんべい

西尾市の概要



事業の名称について

守ろう、
支えよう、

大好きな故郷

近年、全国各地で災害が発生…

ふるさと



事業の目標

① 児童生徒が、地震津波、洪水など風水害に対する正しい知識

を身につけるとともに、災害発生時には防災リーダーとして積

極的に活動できることを目指す。

② 児童生徒が、取り組んだ成果等を外部に発信していくことで

学校間・地域間の防災に対する意識の差の解消を目指す。

③ 中核教員（防災担当教員）を通して、拠点校を中心としたモ

デル地域内での取組を共有するとともに、中核教員の資質能力

の向上を目指す。



南海トラフ地震で想定される西尾市の被害

最大震度 ：震度7

最大津波高 ：4.6ｍ
【佐久島：5.6m】

津波到達時間：53分
（津波高30ｃｍ） 【佐久島：41分】

浸水面積 ：5,172ha （市域の約3分の1）
（浸水深1ｃｍ以上,海岸堤防の高さが75％沈下した場合）

平成26年5月30日愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査「過去地震最大モデル」



過去地震最大モデル被害想定
（他市と比較すると）

最大震度
最大

津波高（ｍ）

津波
到達時間（分

）

浸水面積（㌶
）

死者数（人）
全壊

建物数（棟）

西尾市 7 4.6
佐久島5.6

53
佐久島41

5,172
②

1,800
①

15,000

②

名古屋市 ６強 3.3 103 5,740 1,500 20,000

豊橋市 ６強 7.6 9 2,115 400 9,000

田原市 7 10.2 12 1,931 300 5,200

知多市 6強 3.1 76 47 30 700

碧南市 7 3.5 57 1,071 300 5,200

蒲郡市 7 3.6 59 131 90 1,500

平成26年5月30日愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査「過去地震最大モデル」



旧一色地区

旧吉良地区
旧幡豆地区

旧西尾地区
東部地区

南海トラフ地震で想定される西尾市の
被害



津波浸水想定区域
西尾市全体図

（市域の約3分の1が浸水） 一色地区

吉良地区 幡豆地区

東部地区

寺津地区



H30年度

一色地区

R元年度

吉良地区

「西尾市津波ハザードマップ」より



R２年度

寺津地区

「西尾市津波ハザードマップ」より



R３年度

東部地区

モデル地域の被害想定

「西尾市津波ハザードマップ」より



R３年度

東部地区

「西尾市洪水ハザードマップ」より

モデル地域の被害想定



中核教員（防災担当教員）を通して

東部地区全域へ取組を広める

風水害被害が危惧されている東部地区
（H30年度 一色地区、R元年度 吉良地区、R2年度 寺津地区）

モデル地域の設定

防災リーダー育成の視点から

拠点校 西尾市立東部中学校



実践委員会の設置

自主防災会連絡協議会長、警察、消防等を含む
16名からなる実践委員会（年３回）

名古屋市港防災センター

近藤ひろ子 防災教育アドバイザー

会場：西尾市役所 防災会議室



１年生 ３クラス（ ９９名）
２年生 ３クラス（１１３名）
３年生 ３クラス（ ９６名） 合計３０８名

西尾市立東部中学校
ホームページより



17777777

【モデル地域での取組】

令和３年５月19日、24日、6月4日
参加者：室場小4年生、東部中1年生、三和小6年生

室場小4年生 東部中1年生 三和小6年生

危機管理課職員による防災講話



【モデル地域での取組】

≪児童の感想≫

「今日のお話から、地震や津波と洪水では避難所が違うことを知

りました。」

「地震津波については聞いたことがありましたが、洪水の危険に

ついて初めて知りました。この地区が洪水の危険あることを知

り、洪水についてしっかり学ぶ必要があると感じました。」

「まずは『自助』で、自分の命は自分で守れるようにしたいと思

いました。そのために防災訓練は大切だと感じました。訓練で

学んだことを生かしたり、ハザードマップを見て避難ができる

ようにしたりすることで命を守りたいです。」

危機管理課職員による防災講話



【モデル地域での取組】

≪生徒の感想≫

「講話から、地震や洪水などの自然災害が近くまで迫ってきてい

ることがわかりました。災害に対する備えの大切さを知り、す

ぐに準備したいと思いました。」

「地震は今日起きるかもしれない、明日かもしれないと思うとと

ても怖いです。自分や家族の命を守るために、今できることを

考え備えていきたいです。」

「南海トラフ地震による津波で、愛知県で１番死者数の多いのが

西尾市だと聞いて驚きました。今日のお話から、特に洪水は、

他人事ではなく、自分たちの問題であると感じました。」

危機管理課職員による防災講話



20000000

【モデル地域での取組】

東部中1年生室場小4年生 三和小6年生

令和３年７月５日、８日、12日
参加者：室場小4年生、東部中1年生、三和小6年生、実践委員

近藤ひろ子防災教育アドバイザーによる防災講話



【モデル地域での取組】

≪児童の感想≫

「防災は『命を守る』『みんなと一緒に生き延びる』ことが大切

だと学びました。そのために、日ごろから自分の周りの人たち

にあいさつをすると、いざというときに助け合える関係になる

こともわかりました。」

「『家具の固定』『備蓄品や非常持出袋の準備』など、今日学ん

だことを家族に伝えようと思います。また、実際に物を備えた

り、家中の家具を点検したりして、倒れてこないようにしてお

きたいです。」

近藤ひろ子防災教育アドバイザーによる防災講話



【モデル地域での取組】

≪生徒の感想≫

「家の家具をチェックするのに合言葉『う・た・お』の『うごか

ない』『たおれない』『おちてこない』が大切だということを

知りました。

「お話を聞いて、災害時にも中学生が地域の大きな力になれると

思いました。どんな小さなことでもベストをつくして力になり

たいと思いました。」

「私は、災害が起きたらネガティブにならないで、みんなのため

に自分ができることを考えて、あせらず、あわてず、最大限の

力を発揮できるようにしたいです。」

近藤ひろ子防災教育アドバイザーによる防災講話
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【モデル地域での取組】

災害クッキング講座

令和３年１０月１１日（月）
参加者：東部中１年生、実践委員、危機管理課

山田実加教授 調理実習の様子 完成後に実食

名古屋文化短期大学

山 田 実 加 教授



≪生徒の感想≫

「家にあるものを工夫することで、電気やガスコン

ロを使わなくても料理ができることがわかりまし

た。災害はいつ起きてもおかしくないので、今回

学んだことを、家族に伝えたり家でも作ったりしたいです。」

「カセットコンロやカセットボンベ、高密度のポリ袋を備蓄して

おくことで、いろいろな場面で役立つことを知りました。自分

の家でも備えておきたいです。また、災害が起きたときには、

家族のために作ったり、他の人に作り方を教えてあげたりする

ことで『守られる側から守る側』になりたいです。」

【モデル地域での取組】
名古屋文化短期大学

山 田 実 加 教授災害クッキング講座

和風の蒸しケーキ
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【モデル地域での取組】

令和３年10月19日
参加者：東部中１年生、実践委員

講話の内容 講話の様子

防災講演会
「自然災害から身を守るために知っておくこと」

名古屋地方気象台

若 杉 栄 一 気象防災情報調整官

講話の様子



【モデル地域での取組】

防災講演会
名古屋地方気象台

若 杉 栄 一 気象防災情報調整官

≪生徒の感想≫

「台風などの風水害は事前に知ることができるので、ニュースな

どで情報収集して、『最悪の事態を防ぐ準備』をすることが大

切だとわかりました。」

「『天気図の見方』『気象情報の読み方』などを知ることができ

たので、いざというときのために、日々の天気予報をしっかり

見聞きすることで備えたいです。」

「自然災害に対して、事前の準備がとても大切だということをあ

らためて学ぶことができました。非常持出袋は自分の家で備え

ていないので、すぐに準備できるようにしたいです。」
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【モデル地域での取組】

防災講座「救出救護技術」

止血法講座 ロープ結索法講座 ロープ結索法講座

令和３年10月19日
参加者：東部中１年生、実践委員、消防、危機管理課
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【モデル地域での取組】

防災講座「救出救護技術」

令和３年10月19日
参加者：東部中１年生、実践委員、消防、危機管理課

ロープ結索法講座 搬送法講座 搬送法講座
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【モデル地域での取組】

防災講座「避難所簡易グッズ作り」

広告紙食器作り講座 広告紙食器作り講座 新聞紙スリッパ作り講座

令和３年10月19日
参加者：東部中１年生、実践委員、消防、危機管理課



≪生徒の感想≫

「『ロープ結索』では、建物や樹木の下敷きにな

った人がいたら他の人と協力して救助できるよ

うに、何度も復習したいです。また、担架がな

い場合にも、身近にあるものを工夫することで、

人を安全に運べることがわかりました。」

「『スリッパ作り』では、避難所で素足のまま歩きまわることは

とても危険だと学びました。たかが新聞紙ですが、何枚か重ね

ることでケガの予防になることがわかりました。」

【モデル地域での取組】

防災講座

コップ・スリッパ



【モデル地域での取組】

「風水害タイムライン」学習

台風や大雨、洪水など事前に予測

できる風水害に対し「いつ」「だ

れが」「何をするのか」を「防災

行動計画（タイムライン）」とし

て家族で相談しながら決めておく

ことで発災時の避難に備える。

令和３年11月11日
参加者：東部中１年生、危機管理課



東部地区

「西尾市洪水ハザードマップ」より

モデル地域の被害想定



【モデル地域での取組】

「風水害タイムライン」学習

出典 東京法令出版株式会社 発行「わが家の防災タイムライン 命を守るために、今、できること」



【モデル地域での取組】

「風水害タイムライン」学習

出典 東京法令出版株式会社 発行「わが家の防災タイムライン 命を守るために、今、できること」



【モデル地域での取組】

「タイムライン」作成について危機管理課職員による講話

クラスで 担任による説明

各家庭に持ち帰り 家族で相談・考案

クラスで発表・助言・改善

再度 各家庭に持ち帰り 家族で相談・考案

完成・各家庭で保管

「風水害タイムライン」学習

出典 東京法令出版株式会社 発行「わが家の防災タイムライン 命を守るために、今、できること」
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【モデル地域での取組】

「風水害タイムライン」学習

令和３年11月11日
参加者：東部中１年生、危機管理課

担任自身のタイムライン危機管理課職員による講話 担任による説明
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【モデル地域での取組】

「風水害タイムライン」学習

令和３年11月11日
参加者：東部中１年生、危機管理課

タイムラインの考案 クラスで意見交換 クラスで意見交換



【モデル地域での取組】

「風水害タイムライン」学習

完成したタイムライン完成したタイムライン

出典 東京法令出版株式会社 発行「わが家の防災タイムライン 命を守るために、今、できること」



【モデル地域での取組】

「風水害タイムライン」学習
≪生徒の感想≫

「タイムラインを家族で作成して、いつ、誰が、どんな状況で、

何をすればよいのか、頭の中を整理することができました。実

際に災害が起きたときには、タイムライン通りにはいかなかっ

たり、できなかったりするかもしれませんが、目の前の状況に

合わせて臨機応変に行動できるようにしたいです。」

「家族で相談したことで、中学生の僕にもできることがあること

がわかりました。家族の中での役割についても、性別や年齢に

よってふさわしいものがあるなど、事前に考えたことで、新た

な発見がたくさんありました。」
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【モデル地域での取組】

モデル地域 小中合同防災学習

令和３年12月１日
参加者：東部中１年生、三和小６年生、室場小４年生、実践委員

ロープ結索法搬送法 広告紙食器作り

「東部中１年生」から「三和小６年生」へ
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【モデル地域での取組】

令和３年12月１日
参加者：東部中１年生、三和小６年生、室場小４年生、実践委員

ロープ結索法搬送法 広告紙食器作り

モデル地域 小中合同防災学習
「東部中１年生」から「室場小４年生」へ



【モデル地域での取組】

モデル地域 小中合同防災学習

≪児童の感想≫

「新聞紙や広告など捨てずに保管しておくことでいざという時に

使えることがわかりました。家にあるものの中に災害時に使え

るものがあると思うので、家族で考えてみたいです。」

「今日、中学生に教えてもらったことを１から３年生の子に教え

てあげたいです。いろいろな子が作れるようになることでいざ

という時に助かると思います。」



【モデル地域での取組】

モデル地域 小中合同防災学習
≪生徒の感想≫

「自分だけがわかっていてもそれを正しく伝えなければ、いざと

いうときに役に立たない！と教えていて実感しました。一緒に

作ってあげながら、分かりやすい言葉で説明したことで小学生

の子にも理解してもらえたと思います。」

「私たちが伝えたことよって、たくさんの人に作り方などを知っ

てもらえたので、災害時に『守る側』になれる人が増えたと思

います。今回のように、地域の人などにも伝えられる機会を作

りたいと思いました。」
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【モデル地域での取組】

ロープ結索法搬送法

「防災マップ」作り

令和３年12月15日
参加者：室場小４年生、危機管理課

グループでの発表 意見交換会 完成した「防災マップ」



【モデル地域での取組】

≪児童の感想≫

「防災について真剣に考えることが一番大切だと感じました。通

学路に危ないブロック塀がいくつかありました。マップにのせ

ることで地域の人にも知ってもらいたいです。」

「『もし災害が起きたら』をみんなで考えておけば、実際に起き

た時に役立つと思いました。危ない場所、安全な場所、防災倉

庫、避難所などいざという時に多くの人が助かるためにわかり

やくすマップにのせることが大切だと思います。」

「防災マップ」作り



【モデル地域での取組】

防災新聞まとめの防災新聞作成

防災学習を振り返って

令和４年１月
参加者：東部中１年生

防災新聞



【モデル地域での取組】

防災学習を振り返って
≪生徒の感想≫

「私が地域のみなさんにお伝えしたいことは、地域の『共助』に

ついてです。避難活動では、一人ではできないこと、家族だけ

ではできないことなど、多く出てくると思います。そのような

時に、地域全体で困っている人などを助けることで、できない

ことができることになっていくと思います。」

「私たちが防災でできることは『防災についての情報を周りの人

に伝えること』だと感じました。いつ起きてもおかしくない自

然災害に対して、一人でも多くの人に防災について学んだこと

を伝えていきたいです。」



西尾市内の小中学校における防災学習



【西尾市内の小中学校における防災学習】

吉田小避難訓練
全校児童が山まで歩行避難

吉田小避難訓練
５,６年生が津波浸水区域外へ歩行避難

吉田小避難訓練
自主防災会による屋上へ垂直避難

西尾小４年生
耐震性貯水槽訓練



福地北部小
自主防災会による避難所設営訓練

一色東部小６年生
一色生田地区津波避難タワー見学

吉良中１年生
吉良大島地区津波避難タワー見学

寺津小４年生
近藤ひろ子アドバイザー防災授業

【西尾市内の小中学校における防災学習】



寺津小４年生
名古屋港防災センター見学

中畑小
起震車体験学習

寺津中１年生
HUG（避難所運営ゲーム）

福地北部小
起震車体験学習

【西尾市内の小中学校における防災学習】



中畑小５年生
防災マップ作り

中畑小５年生
防災マップ作り

市内教職員・児童生徒
西尾市防災ステーション訓練見学

市内教職員
西尾市防災ステーション施設見学

市内全域で
「防災教育」「防災活動」を

推進しています

【西尾市内の小中学校における防災学習】



Q あなたの家では、災害時のために、備蓄品
（物資や食料）を準備してありますか

事前・事後アンケートより

事業前 事業後

あ る ３６％

な い ４３％

わからない ２１％

７１％

１８％

１１％



Q 家族と地震や洪水などの自然災害について
話し合うことはありますか

事前・事後アンケートより

事業前 事業後

よ く あ る ２％

たまにある ３５％

ほとんどない ６３％

８％

６８％

２４％



事業前 事業後

できることはある ４６％

Q 災害時にあなたにできることはありますか

事前・事後アンケートより

９４％



本事業の成果

様々な活動を通して「守られる側から守る側へ」とうい意

識を高め、児童生徒が災害時においても「自分のできること

をやっていきたい」「地域のために動きたい」という思いを

もつことができた。

児童生徒が地域の方と一緒に活動をしたり、児童生徒の学

びを外部に発信したりすることで、家庭や地域全体の防災意

識を向上させることができた。

防災リーダーとして積極的に活動できる姿

防災意識の向上と、学校・地域の連携強化



今後の課題

学校・地域・行政の顔の見える関係づくり

共に活動する場や、災害時に備えた意見交換の場など、連携

する場をいかに確保していくか。

防災教育の継続・発展

学校・地域の実情や、子どもたちの実態をとらえた上でより

効果的な活動を検討していく必要がある。また、保護者・地域

をこれまで以上に巻き込めるような活動を取り入れていく必要

がある。さらに、津波浸水想定区域外の地域において、避難者

を受け入れる体制づくりを進めていく必要がある。



今後も、学校安全に係る取組を

さらに推進していきます！



「西尾の抹茶」の耳

あんぜん

き け ん

ご清聴ありがとうございました

ちゅうい

ぼうサイくん



Crisis Management Section

令和３年度

学校安全総合支援事業 活動報告

西尾市 危機管理局 危機管理課

守ろう、
支えよう、
大好きな故郷

愛知県西尾市

ぼうサイくん

ふ る さ と
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